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菅義偉内閣総理大臣に要望

  新型コロナウイルス感染症対策
◦ 各都道府県・市町村が自由に活用できる地方

創生臨時交付金の第３回目の交付
◦ 雇用調整助成金の延長
◦ 持続化給付金の再支給と対象の拡大
◦ 家賃支援給付金の継続

  東日本大震災津波からの復興
◦ 国の第２期復興・創生期間となる来年度以降

の財源の確保と必要な制度の延長
◦ 来年開催予定の東北ディスティネーション

キャンペーン、復興五輪の機会を捉えた被災
地に特化したGOTOキャンペーンの実施

◦ 首都圏における本社機能の地方への移転促進
◦ 空き海域を活用した海面養殖振興にかかる支

援など漁業・水産業の高度化支援

  I LC国際リニアコライダーの誘致実現
◦ 米国政府と連携し、欧州など各国との政府間

交渉の積極的な展開とＩＬＣ建設の前段とな
る準備研究所の 2022 年設立に向けた積極的
な対応

　要望内容に対し、菅義偉総理からは新型コロ
ナウイルス感染症対策については、状況を踏ま
えながら予備費の活用も含め、躊躇なく、スピー
ド感をもって取り組んでいくという強い回答を
いただきました。

　また、東日本大震災津波からの復興の中では、
コロナも相まって被災地経済が低迷している現
状を鑑み、私共自民党岩手県連・県議会自民党
として提案した「被災地に特化したGoToキャ
ンペーン事業」についてはその実現に大きな手
応えを感じております。また、被災地の基幹産
業である漁業が非常に厳しい状況にあり、新た
な取り組みへの転換の必要性とそれに対する支
援の重要性については深い理解をいただけたも
のと捉えております。

　ＩＬＣ国際リニアコライダーの誘致実現に向
けては、国内外の研究者との議論を踏まえ、文
部科学省でしっかりと進めていく旨、回答をい
ただいたところであります。

　要望した内容の実現に向けて、引き続き政府
との連携を密にとりながら、県民の皆さん、地
元の皆さんからの期待に沿えるよう、活動して
まいります。

◀菅義偉内閣内閣総理大臣に要望

▲菅総裁とのリモート会議

新型コロナ
ウイルス感染症
� への対応

県内の各業界団体からの
第3次要望ヒアリングを実施
　

岩手県歯科医師会にて

　自民党岩手県支部連合会新型コロナウイルス感
染症対策本部・県議会自由民主党として 11月中
旬から末にかけて４班に分かれ県内の各業界団体
を回り、今年３回目の新型コロナウイルス感染症
に関する要望ヒアリングを実施いたしました。

　私は岩手県医師会、岩手県歯科医師会、岩手県
薬剤師会、岩手県看護連盟、岩手県商工会議所連
合会、岩手県商工会連合会を訪問し、要望内容の
ヒアリングや意見交換を行いました。

　本県でもクラスターが発生するなど、時々刻々
と状況が変わる中で、医療現場や商工業者の現状
と課題、今後の支援の在り方などについて情報交
換をさせていただきました。

　医療と経済、どちらを優先すべきかといった報
道などもありますが、経済の衰退は結果として雇
用の喪失を招いてしまうことから、当然どちらも
重要であります。今後も非常に難しい舵取りとな
りますが、その時々の状況をしっかりと見極め、
それぞれの業界の相互理解の醸成をはかっていく
ことの重要性を感じるヒアリングでありました。

第４次要望を県知事へ

県知事へ

　各団体からの要望を取りまとめ、12 月３日、
県に対する内容を中心に、県知事に対して要望を
行いました。

　要望内容は医療提供体制の更なる充実強化、地
域経済対策、教育機会の確保と相談体制、地方自
治体の負担に対する適切な財源措置、感染者に
対する誹謗中傷への一層の強化の大きく５項目、
23件についてであります。

　今回の要望では、これまで慰労金の対象となっ
ていない薬剤師や保育士を対象に加えることな
ど、現場でのヒアリングをより細目に行い、要望
内容に反映させております。

　今年は新型コロナウイルス感染症対策として４
回の臨時議会を開催し、５回の補正予算を可決い
たしました。一方、予算成立後も多くの分野で執
行率が低い状態が続いておりますから県執行部に
は、必要な支援が必要な方々に届くよう、早期の
事業執行に努められるとともに、今回新たに要望
した事項一つひとつの必要性と重要性をしっかり
と受け止めていただき、早期予算化に向けて検討
を進めていただきたいと思います。

坂井学内閣官房副長官等に要望

坂井学官房副長官へ

　11月10日、菅義偉内閣総理大臣に対し、本県の重要課題 3点について要望をいたしま
した。10月25日に開催された自民党総裁と自民党岩手県支部連合会とのリモート会議と
同様の内容でありますが、改めて強く要望をいたしました。要望内容は以下の通りです。
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県内33市町村の重点要望調査を実施

　９月 23日から 25日にかけて、毎年恒例の自
民党岩手県支部連合会・県議会自由民主党合同に
よる市町村重点要望調査を行いました。

　県内全 33 市町村を訪問し、いただいた 199
項目の要望については 10月 23 日に県知事に対
し、また 11 月９日、10 にかけて自民党本部の
下村博文政調会長をはじめ、復興庁、国土交通省、
文部科学省、厚生労働省、総務省、農林水産省へ

それぞれ要望を行ったところです。

　要望内容は東日本大震災津波からの復興、新型
コロナ対策の充実をはじめ、地域医療体制の充実、
医師・看護師・保育士・介護・福祉人材の確保対
策の充実、子ども医療費の助成拡大、過疎地域に
対する支援の継続、有害鳥獣被害対策の継続・拡
充、森林整備の促進、永続的で適切な水産資源の
確保と養殖事業などへの支援などであります。

　今年は特にも各市町村から要望の多かった国土
強靭化３か年緊急対策の延長やコロナ禍により利
用者が減少している地域公共交通の維持に対する
支援について強く要望をしたところです。

　市町村からは毎年、新規の要望も頂戴いたしま
すが、継続していただいている要望も多々ござい
ます。来年の要望調査までに一つでも多くの課題
を解決できるよう、一丸となって取り組んでまい
ります。

下村博文政調会長へ

　12月９日、坂井学内閣官房副長官、山口壯自
民党筆頭副幹事長をはじめ、農林水産省、経済産
業省、厚生労働省、総務省を訪問し、県に対する
要望と同じく５項目について、国に関する内容に
ついて要望を行いました。

　現在、来年２月までの延長が予定されている雇
用調整助成金の更なる延長、持続化給付金の対象
外となっている産直施設なども対象に加えるこ
と、第３次地方創生臨時交付金の配分にあたって
は感染者数や休業要請の有無のみではなく、地域
の現状を把握した上で算定することなど具体的な
点についても協議させていただきました。

　新型コロナウイルス感染症対策については来年
早々に成立予定の国の第３次補正予算や新年度予
算が非常に重要になってきます。

　今後とも要望内容の検討状況や進捗状況などに
注視しながら、行動力をもって対応してまいりま
す。

新型コロナウイルス感染症に関する
これまでの主な活動

◦  3 月   1 日  県連新型コロナウイルス感染症対策本部   
立上げ

◦  3 月 10 日 県知事への第 1 次要望　
◦  3 月 26 日〜 30日
 各業界団体からの第 1 次要望ヒアリング
◦  4 月   3 日 政府・自民党への第 1 次要望
◦  4 月   9 日〜13 日
 県内の郡市医師会からのヒアリング調査
◦  4 月 16 日 県知事への第 2 次要望
◦  5 月 18 日 政府・自民党への第 2 次要望
◦  5 月 18 日〜22日
 各業界団体からの第 2 次要望ヒアリング
◦  6 月   1 日〜 3 日
 県内全33市町村からの要望ヒアリング
◦  6 月 11 日 県知事への第 3 次要望
◦  7 月   7 日 政府・自民党への第 3 次要望
◦ 11月 13 日〜 26 日
 各業界団体からの第３次要望ヒアリング
◦ 12 月  ３日 県知事への第４次要望
◦ 12 月  ９日 政府・自民党への第４次要望

・発熱等の症状が生じた場合には、まずはかかりつけ医等に電話で相談
・相談する医療機関に迷う場合等は、「受診・相談センター」に相談

発熱患者等

かかりつけ医等
（診療・検査医療機関）

で受診・検査

かかりつけ医等が
診療・検査医療
機関の場合

上
記
医
療
機
関

で
な
い
場
合

紹介先の
診療・検査医療機関で

受診・検査

検査については、地域
外来・検査センターで
対応する場合あり

かかりつけ医等に電話相談

・かかりつけ医がない
・どの医療機関に行けばいいか迷う など

診療・検査医療
機関を案内

受診・相談センターに相談
（旧：帰国者・接触者相談センター）

TEL：019-651-3175
（24時間 土日・祝日含む）

担当窓口の紹介
助言、制度説明 等

発熱等の
症状の
ない方

【各種照会・問合せ・相談等】
一般相談窓口に相談
TEL：019-629-6085

小白浜漁港荒川地区への
照明灯設置について

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　今年８月 21日の漁港検診において唐丹町漁
協から、荒川地区への照明灯の設置について要
望をいただきました。
　漁師の方々が安全に、また安心して漁を営む
環境を整備することは重要であることから県と
協議の上、２か所に設置することといたしまし
た。写真はイメージ図でありますが、１基は来
年１月に、もう１基は７月迄に設置する予定です。

浪板地区の台風第19号災害の
被災状況を視察

　10月2日、昨年の台風第19号で被害を受け
た大槌町浪板地域の被災現場を視察しました。
　現場は大槌町の観光資源である不動滝までの
ルートで、被災から１年が経過した中で、未だ
復旧工事が進んでいない状況にあります。
　当日は、現地の方にご案内いただき、一カ所
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活 動 報 告
づつ被害箇所を確認して回りました。
　入札不調などにより復旧が遅れているようで
すが、町当局とも連携しながら、早期復旧に努
めてまいります。

林業アカデミーを視察

　11月５日、矢巾町の岩手県林業技術センター
内にあるいわて林業アカデミーを視察しまし
た。
　当アカデミーは将来的に林業経営の中核とな
り得る現場技術者を産学官が連携して養成する
場として平成 29年４月に開校しました。
　これまでの３年間で 49名が研修を修了し、
修了生全員が県内の森林組合や林業事業者のも
とで林業に従事しております。今年度は県内外
から 17名の受講生が一年間の研修を行ってお
ります。
　研修ではチェーンソーの使い方を学ぶ基本的
なことから刈払・下刈実習、林道・森林作業道
の道作研修、そして高性能林業機械の運転研修
など幅広く研修や実習を受けられるほか、林業
に従事する上で必要な資格も取得することがで
きます。
　環境に対する取り組みが求められる中、森林
資源の循環的利用の重要性が高まっておりま
す。本州一の森林面積をもつ本県として、今後
の林業政策を推進するためにも、担い手の確保
と育成が不可欠でありますから、いわて林業ア
カデミーにはその役割の一端をしっかりと担っ
ていって欲しいと思います。

秋田港を視察

　11 月 11 日、私が会長を務める岩手県議会
港湾議員連盟の視察で秋田港を訪問しました。
　秋田県の担当者の方から秋田港における大型
クルーズ船の誘致・受入体制やコンテナ貨物集
荷の取り組みなどについて具体的に説明をいた
だき、本県の港湾振興を進める上でも大いに参
考になる視察でありました。
　本県では、三陸沿岸道路や東北横断自動車道
釜石秋田線の整備により、釜石港のコンテナ取
扱量が大幅な伸びを見せるなど、道路整備の効
果が表れてきております。
　一方、宮古～室蘭フェリーの再開をはじめ、
更なる取り組みを推進し、港湾を活かしたヒト、
モノの流れを活性化していかなければなりませ
ん。
　秋田県には秋田港、船川港、能代港と３つの
重要港湾がありますが、秋田港が中国・韓国と
の外貿コンテナ航路、北海道・北陸との内航フェ
リー航路、クルーズ船受入れと中心的な役割を
果たしており、船川港は国家石油備蓄基地、能
代港は大規模な火力発電所などエネルギー拠点
と３つの港湾の役割を明確にした上で、港湾振
興を図っております。
　本県には久慈港、宮古港、釜石港、大船渡港
と４つの重要港湾がありますが、本県全体の港
湾振興を考えたとき、地理的な特徴も活かし
ながら、それぞれの役割を明確にすることをは
じめ、新たな戦略の構築が必要であると感じて
おります。他県などの取り組みも参考に、より
良い港湾の利活用を模索しながら、真の復興と
地域振興の取り組みを進めていきたいと思いま
す。

東日本大震災津波の復旧・復興事業（ハード事業）で
令和３年度以降の実施が見込まれる箇所［釜石・大槌管内］復旧・復興事業（ハード事業）で令和３年度の実施が見込まれる箇所 
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【大槌津波避難誘導施設】          【甲子川水門】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

乗越道路 

(令和 3年 9月) 

転落防止柵  

(令和 3年 6月) 

河川護岸改修 

(令和 3年 9月) 

転落防止柵  

(令和 3年 7月) 

橋桁・舗装  

(令和 4年 3月) 
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市道・桟橋の嵩上げ  

(令和 3年 9月) 

排水路切廻し  

(令和 3年 9月) 

赤書： 今年度までに防潮堤などの本体工事は完成するが、付帯施設等が令和３年度に見込まれる箇所 

年月： 完成予定時期 
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甲子川水門
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令和２年３月〜　議員定数等検討会議 副座長
令和元年９月〜
 総務委員会　委員
 東日本大震災津波復興特別委員会　委員
 人口減少対策調査特別委員会　委員
平成 30 年１月〜
 自由民主党　会派代表
平成 29年 10月～令和元年９月
	 環境福祉委員会　委員
	 東日本大震災津波復興特別委員会　副委員長
	 防災・減災対策調査特別委員会　委員
	 議会運営委員会　委員
平成 27年 11月～平成 29年 10月
	 ふるさと創生・人口減少調査特別委員会　委員
平成 27年９月～平成 29年 10月
	 総務委員会　委員　
	 東日本大震災津波復興特別委員会　委員
	 議会運営委員会　副委員長
平成 26年 10月
	 決算特別委員会　委員長
平成 25年 10月～平成 27年９月
	 総務委員会　委員長
	 議会改革推進会議　副座長
平成 25年 10月～平成 27年７月
	 スポーツ振興等調査特別委員会　委員
平成 24年 10月
	 決算特別委員会　副委員長
平成 23年 11月～平成 25年 10月
	 地域資源活用による観光振興等調査特別委員会　委員長
平成 23年９月～平成 27年７月
	 東日本大震災津波復興特別委員会　委員
平成 23年９月～平成 25年 10月　
	 農林水産委員会　副委員長
平成 23年９月～平成 24年７月　
	 議会運営委員会　委員
平成 23年４月～平成 23年９月　
	 災害対策特別委員会　委員
平成 22年８月～平成 23年９月　
	 県土整備委員会　委員
平成 22年８月～平成 23年３月　
	 平泉世界文化遺産推進調査特別委員会　委員
	 地域医療等対策調査特別委員会　委員

初当選　平成 22年８月２日

県議会の役職等

自分をまもり、大切な人をまもり、地域と社会をまもるために、
接触確認アプリをインストールしましょう。
接触確認アプリは、新型コロナウイルス感染症の感染者と
接触した可能性について、通知を受け取ることができる、
スマートフォンのアプリです

厚生労働省
新型コロナウイルス
接触確認アプリ
COVID-19 Contact Confirming Application

厚生労働省
ウェブサイト

自分をまもり、大切な人をまもり、
地域と社会をまもるために、
接触確認アプリをインストールしましょう。

接触確認アプリは、新型コロナウイルス感染症の
感染者と接触した可能性について、通知を受け取
ることができる、スマートフォンのアプリです

○本アプリは、利用者ご本人の同意を前提に、
スマートフォンの近接通信機能（ブルートゥー
ス）を利用して、お互いに分からないようプラ
イバシーを確保して、新型コロナウイルス感染
症の陽性者と接触した可能性について、通知を
受けることができるアプリです。

○利用者は、陽性者と接触した可能性が分かるこ
とで、検査の受診など保健所のサポートを早く
受けることができます。利用者が増えることで、
感染拡大の防止につながることが期待されます。

1メートル以内、15分以上の接触した可能性

・接触に関する記録は、端末の中だけで管理し、外にはでません
・どこで、いつ、誰と接触したのかは、互いにわかりません

※端末の中のみで接触の情報（ランダムな符号）を記録します
※記録は14日経過後に無効となります
※連絡先、位置情報など個人が特定される情報は記録しません
※ブルートゥースをオフにすると情報を記録しません

新型コロナウイルス接触確認アプリのインストールをおねがいします

＊画面イメージ

新型コロナウイルス感染症対策推進室
情報通信技術(IT)総合戦略室内閣官房

iPhoneの方はこちら Androidの方はこちら 詳しくはこちら

（略称：COCOA）

誕生日　昭和53 年9月18 日
身　長　165cm
体　重　60kg
血液型　B 型

岩　崎　友　一 
（いわさき・ともかず 42 才）

趣　　味　野球、ゴルフ、DVD、音楽鑑賞、温泉旅行
座右の銘　「温故知新」
好きな食べもの　納豆、麻婆豆腐（辛口）、秋刀魚の塩焼き
長　　所　何事にも前向きなところ
短　　所　たまに突っ走りすぎること

自己紹介

平成  ３ 年 大槌町立安渡小学校　卒業
平成  ６ 年 大槌町立大槌中学校　卒業
平成  ９ 年 盛岡中央高等学校　卒業
平成 15 年 城西大学　経済学部　経営学科　卒業
平成 16 年 鈴木栄子司法書士事務所　勤務　
平成 18 年 ㈱ガルバート・ジャパン　勤務　
平成 22 年 ㈱大槌タクシー　専務取締役就任
平成 22 年 岩手県議会議員補欠選挙で初当選
平成 23 年 岩手県議会議員選挙で 2 期目当選
平成 27 年 岩手県議会議員選挙で 3 期目当選
令和 元 年 岩手県議会議員選挙で 4 期目当選（現在に至る）

経　　歴

平成 30 年  1 月～　　　　　　 幹事長
平成 25 年 12 月～平成 30 年 1 月 政務調査会長
平成 22 年 10 月～平成 30 年 5 月 青年局長

自由民主党岩手県支部連合会の役職

岩崎友一 公式ホームページ ブログ更新中http://iwasakitomokazu.com 

岩崎友一のプロフィール

FACE BOOK
もやってます
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岩崎友一県議会だより


